

















































































































































































































合計 3９ 8 5２
留学生教育センター紀要
４－２男女差とく助言〉
話し手が男性か女'性かによって使用される表現がどう異なっているのだろうか。そこには一つの
傾向がうかがえる。即ち，男性が話し手の場合，「～たらいい」「～ぽいい」と断定的な表現が多い
のに対し，話し手が女性では「～たらいい（ん）じゃない」「～ぱいい（ん）じゃない」と否定的に
聞き手に伝えている。
(表３）
「～すればいい」と断定的な表現で聞き手にく助言〉するより、「～すればいい（ん）じゃない」
と否定的にく助言〉するほうが，聞き手に与える押しつけが弱く，女'性に好まれるからではないか
と思う。これは，後で述べるポライトネスと大いに関わりがある。
４－３状況とく助言〉
女性・子供が話し手の場合，同等ないしは上位者に対し「～たら？」
るが，話し手が男性の場合，例えば弟から姉に対して命令形でく助言〉
を表現する場合がある。家族間だけでなく，社会的・心理的距離のあ
る目上に対し命令形が使われる場合もある。
⑭進一「姉さん……」
まり子「……」
進一「…店，やめるよ…」
まり子「やだ，進ちゃん，何いうのよ」「だし､こんの花」ｐ202
｢～ぱ？」の表現が多用され
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むつを＠霧これとは反対に，形式はく助言〉であっても，伝える内容が命令に近い「～たら」「～ぱ」もまた，存在する。先に挙げた用例(5)や右の新
聞漫画の用例⑮がそうである。(5)⑮の用例は，今回のシナリオからは
糸つからなかったため，新聞から採取したものだが，聞き手の益にな
るように勧めるのではなく，聞き手に対する話し手の一方的な発言と
いえる。用例(5)では，妻に，実際買うことを勧めているのではなく，
「勝手にしろ」と示唆し，用例⑪では，話し手である妻が夫に「あと
で勝手に見て」と示唆している。こうした表現は命令形で表現される
ものに近いが，形式はく助言〉の形を借りている。従って，「～た
ら？」「～ぱ？」のく助言〉は，文脈に応じて純粋に聞き手へのアドバ
イスのものから命令形に近い話し手の一方的な発言のものまで幅広い
ものがある。
女性・子供の話し手が対等または上位者への発話に，命令に近い
し
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男 女
いい（81例中） 4８（59.3％） 3３（40.7％）
いい(ん）じゃない（52例） 1４（26.9％） 3８（73.1％）
助言の表現｢～たらどうですか｣｢～すれば？」を巡って
く助言〉表現を「～たら？」「～ぱ？」で用いている場面をゑてみると，男'性の話し手が命令形を用
いている場面と部分的に重なっている。命令形が使えないが故に女'性・子供による「～たら？」「～
ぱ？」が相補的に使用されているといえる。
一般的にはこうした説明がつくが，特別な状況のもとでは使用される表現が変わってくる。通常
命令形の使用が濤踏されるような上下関係が話し手・聞き手の間にある時でも，命令形「～なさ
い」「～しるよ」が「～たら？」「～ぱ？」の代わりに表れる場合がある。〈助言〉の内容を「子供が
親に対して寝ることを勧める」場面に限ってどのように使用されているかを見てふると，
⑱牧子「母さん，なにか食べて寝なさい。－曰ぼんやりしてロクに食事もしないんだものれ。身
体こわしちゃうわ」 『お入学」ｐ232
⑰誠(息子）「お父さんも泣いてたよ」
忠臣(父親）「カゼっ気なんですよ」
誠「そいじゃあ，酒なんか飲んでないで，早く寝なよ」「だし､こんの花(上)」ｐ２７８
などのように通常の上下関係が薄れた時（例えば母親が病気，父親が酔っているなど）には「～た
ら？」ではなく，丁寧体とはいえ命令形が用いられている。ほかにも，父親が権威を無くす行為を
した時にも，息子によって命令形が使用されている。
⑱忠臣「おいよせ……親に向って」
誠「親なら親らしくしるよ。人，人にこんなに心配かけて」 ｢同上』ｐ333
従って，助言の表現の使い分けは固定的な人間関係の上に成り立っているのではなく，その場面
の流動的かつ微妙な力関係，上下関係の上に成り立っていると言える。北尾・北尾が依頼のポライ
トネスの中で状況的変数と呼んだものは，〈助言〉の場面においても重要な要素となっているので
ある。
５．〈助言〉の表現とポライトネス
以上見てきたことを，ポライトネスのストラテジーの点から考えてふると，〈助言〉の表現は，
まったくポライトネスを配慮に入れずに命令形を用いるか，またはポライトネスを考慮に入れた表
現をするか，のいずれかが選択されている。
Ｂｒｏｗｎ＆Levinsonによるポライトネスの５段階（図２）では，ポライトネスを配慮した段階は，
さらに相手に負担をあまりかけまいとするネガティブ・ポライトネス（聞き手のnegative-faceを認
め，聞き手が私的領域を主張したり判断を下したりする際，その妨げにならないよう聞き手にかけ
る負担を軽減するストラテジー）を選択するか，ポジティブ・ポライトネス（聞き手への親しさを
認め，親しいなりの表現をするストラテジー）を選択するかに分かれる。
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Greater
図２circumstancesdeterminingchoiceofstrategy（ポライトネスのストラテジー選択を決定する場）
そこで，オン・レコードの１～３の段階に関し，「～たら」「～ぱ」のく助言〉表現をゑていくと
以下のようになる。
l）段階１あからさまに言う
主として話し手が男性で，聞き手とのポライトネスを考慮に入れない場合である。それ以外に
も，４－３で述べたように状況によっては，話し手と聞き手の関係が変化し一時的に命令形がく助
言〉の表現として使用されることもある。
2）段階２ポジティブ・ポライトネス
家族間，親しい友人間では，〈助言〉の際に，親しさを示すために慣用的に「～ぱ？」「～た
ら？」が用いられることがある。特に，女性・子供の話し手が対等の聞き手，ないしは自分より年
齢や社会的地位が上の聞き手に対する場合の用例が顕著である。
さらに，ポライトネスの丁寧度の点から言えば，「－たら？」と「－ぼ？」は全く同じとは言えな
い。「～たら」のほうが「～ぱ」の助言に比べ，丁寧度が高いようだ。これは，鈴木忍が「……『～
たら」には，『～ぱ」で結ばれるときのように強い因果関係はなく……」（1978；ｐ213）と述べてい
るように，「～たら」は条件節と帰結節の関連性が「～ぱ」の場合より弱いので，相手に押しつける
度合が低くなるからであろう。
－２０－
助言の表現｢～たらどうですか｣｢～すれば？」を巡って
3）段階３ネガティブ・ポライトネス
ａ、話し手が聞き手に与える負担を小さくする配慮をしながら，〈助言〉をする場合である。通常
「～たらいいです」「～ぱいいです」「～ぽいいじゃない」を用いる。話し手が女性の場合，「～
じゃない」と否定形でく助言〉をする傾向があるが，この表現は聞き手が否定しやすく，押し
つけの程度が低い表現となっている。
子
太
子
正
草
正
９０
｢シートせっかくふたつあるのに」
｢－」
｢雪子さん誘ってやりやいいじゃない」 『北の国から』ｐｌ３４
条件節を用いる段階で話し手はすでに聞き手への配慮をおこなっているといえる。水谷は談話の
展開を英語と比較して，「日本語の会話体の場合，いわばジグザグ型がきわめて多い」（1990；ｐ
34）とし，条件表現が多用されていると述べているが，直接的発言を避け「～たら」「～ぱ」の条件
節を多用するのは，聞き手への負担を軽くしようとする話し手の意識の表れにほかならない。
ｂ・話し手と聞き手の社会的距離が大きい場合や疎の場合，「いい」という話し手の断定的な判断を
避け，「～どう？」という疑問形で相手に選択の余地を与える。さらに距離が離れている場合
は，「どう」の代わりにより丁寧度の高い「いかが」が使用される。
(２０（子供の担任教師が子の父親に対し）
涼子「むしろ別れた奥様のほうともういちど話されたらいかがなんですか｣『北の国から』ｐ6９
ｃ、提示するく助言〉の内容が聞き手に大きな負担をかげると予想される場合，または，聞き手の
私的領域に関わる話題を提起する場合，聞き手に対する押しつけを弱める方法として終助詞を
用いることがある。文末に「ねえ」「かしら」など終助詞を添えることによって，文を和らげ，
聞き手に与える負担を軽減させる。
⑪忠臣「曰高ゆくのは，４時だっていったわねえ」
まり子「はい」
忠臣「その前は何してんの」
まり子「なにって，うちで」
忠臣「行儀見習いに来たらどうかねえ」
まり子「あの’お宅へですか」 ｢だいこんの花（上)』ｐ243
⑫巻子「国立のうちのことだけど－下宿人，
恒太郎（父）「－」
置いたらどうかしらねえ」
｢阿修羅のごとく」ｐｌ３９
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。帰結節を省略することによって聞き手の私的領域に踏承込むのを避け，聞き手に選択の自由を
与える。ポジティブ・ポライトネスの省略と異なり，敬語と共起しやすい。
⑬節(個人教師）「大丈夫ですよ。入試の当曰はのびのびとテストがお受けになれるようにお母さ
まがリラックスさせておあげになったら……」 「お入学』ｐ267
６．まとめと問題点
以上のことからく助言〉の表現「～たら」「～ぱ」は，その使用の際にポライトネスのストラテ
ジーが配慮され，ポライトネスの５段階に沿ったものとなっていることがはっきりしてきたと思う。
〈助言〉表現の選択には，話し手と聞き手の性差，社会的上下関係・年齢上下関係が重要な要素
となっている。但し，こうした要素は固定的なものでなく，その表現は状況に応じても使い分けが
なされている。条件節の承の表現「～たら？」「～ぱ？」は，その使用に特徴があり，慣用的なく助
言〉の表現といえる。話し手が子供・女'性に多く，聞き手との関係では対等または上位者に対して
用いるケースが多い。
形態上では否定的内容をく助言〉する際，「～ほうがいい」の表現の場合と異なる。「ない形」接
続の「～しなければ？」「～しなかったら？」の形式ではなく「～するのをやめたら？」という形式
がもっぱら使用されている。
問題点としては，以下のことが挙げられる。
一つには，今回分析対象とした用例がシナリオから採取したもので用例数がまだ充分とはいえな
い。そのため分析結果が使い分けの一つの傾向を示したものとなっている点である。今後は使い分
けをポライトネスの点からどのように意識しているかについてアンケート調査を実施し裏付けをと
りたい，と考えている。
二つ目は，用例がシナリオからということでイントネーション等の音声的特徴が考慮の対象外と
なっている点である。ポライトネスには音声面も重要な要素となりうるので，この点も今後の課題
として残る。
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向田邦子『阿修羅のごとく」向田邦子作品全集１大和書房，１９８２
倉本聡『北の国から』理論社，ｌ９８３
橋田壽賀子『お入学』日本放送出版協会
森田芳光『ウホッホ探検隊シナリオ写真集』東宝株式会社，１９８６
向田邦子『だし､こんの花」前・後編大和書房，１９８６
鎌田敏夫『男女７人夏物語』立風書房，ｌ９８６
向田邦子『あ・うん』大和書房，１９８７
山田洋次・桃井章「釣りバカ日誌」『'89年鑑代表シナリオ集」映人社，１９９０
ジェームス・三木「善人の条件」同上
金秀吉・金祐宣「潤の町」同上
志村正浩・掛札昌浩・鈴木則文
「文学賞殺人事件・大いなる助走」同上
石堂淑朗・今村昌平「黒い雨」同上
斉藤博・崔洋一「Ａサインディス」同上
中島吾朗「誘惑者」同上
長部日出雄「夢の祭り」同上
阪本順治「どついたるねん」同上
旭井寧・井筒和幸「宇宙の法則」「90年鑑代表シナリオ集」映人社，１９９１
一色伸幸「病院へ行こう」同上
松岡捉司「パタアシ金魚」同上
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